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§１．研究成果の概要 
 

本研究期間において、下記の研究成果についての論文の執筆を行った。本研究では、 ランダ

ム絡み目について研究を行った。絡み目とは、有限個の円周の３次元球面への埋め込みである。

ランダム絡み目とは、絡み目の通常の同値類全体の集合上の確率分布のことである。特にグリッド

図式と呼ばれる絡み目図式を用いて、ランダムな２成分絡み目を構成し、その性質について確か

めた。グリッド図式は図式のサイズを大きくすることで、全ての絡み目を表せることが知られている。

図式のサイズを大きくしていった際のグリッド図式から得られるランダム絡み目がどのような性質を

持つか調べるため、次の研究を行った。絡み数と呼ばれる絡み目不変量を用いて、グリッドランダ

ム絡み目の絡み度合いの分布について調べた。特に、図式のサイズが n の時の２成分 n 次グリッ

ド図式の絡み数の k 次モーメントが、次数 k 以下の n に関する多項式になることを示した。このと

き、k が奇数であれば図式の対称性から多項式になる。また、k=2 のときは、最高次の項の具体的

な値を決定した。さらに、絡み数を正規化することで、n を無限大にした時、ある分布に弱収束する

ことを示した。 
 


